小項目評価の論点に関する検討結果（案）について
１　論点に関する検討結果（案）
Ⅰ　教育研究等の質の向上に関する目標
□大阪府立大学
	平成23年度計画
	番号
	自己評価
	委員会

評価
	判断理由・コメント（案）

	地域貢献ナンバーワン大学への取組み
	（35）～（43）
	Ⅳ
	Ⅳ
	○　専門職種の国家試験合格率向上の点で、総じて全国平均を上回っており、また、管理栄養士など複数の職種において試験合格率の目標値を達成した。加えて、共同研究・受託研究の増加が図られていること等から自己評価のⅣは妥当であると判断した。


	平成23年度計画
	番号
	自己評価
	委員会

評価
	判断理由・コメント（案）

	国際化に関する目標を達成するための措置
	（54）～（56）
	Ⅲ
	Ⅲ
	○　海外からの留学生受入数の目標達成については評価する。

また、外国人招へい教員事業や海外留学支援事業を実施する等国際化の取組みを充実させることによって、結果的に学生に長期留学への意欲を持たせる機運を高め、さらなる国際化の推進が期待されることを評価し、自己評価のⅢは妥当であると判断した。


□大阪府立大学工業高等専門学校

	平成23年度計画
	番号
	自己評価
	委員会

評価
	判断理由・コメント（案）

	地域貢献等に関する目標
	（77）～（80）
	Ⅳ
	Ⅳ
	○　工業高等専門学校において、積極的に出前講座・公開講座を実施し、地域貢献を行なっているのは評価できる。出前講座・公開講座の実施回数の目標値を大きく上回ったこと等から、自己評価のⅣは妥当であると判断した。


Ⅱ　業務運営の改善及び効率化に関する目標

	平成23年度計画
	番号
	自己評価
	委員会

評価
	判断理由・コメント（案）

	教職員組織の運営の改善に関する目標を達成するための措置
	（83）～（87）
	Ⅱ
	Ⅱ
	○　教員業績評価制度の運用に遅れが生じており、計画通り達成できていないこと等から、自己評価どおりⅡが妥当であると判断した。


Ⅲ　財務内容の改善に関する目標

	平成23年度計画
	番号
	自己評価
	委員会

評価
	判断理由・コメント（案）

	自主財源捻出に関する目標を達成するための措置
	（９５）
	Ⅲ
	Ⅲ
	○　外部資金獲得件数・額ともに、前年度よりも増加しており評価できる。ただし、増加量は計画通りであることから、自己評価どおりⅢが妥当であると判断した。


Ⅳ　自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標

	平成23年度計画
	番号
	自己評価
	委員会

評価
	判断理由・コメント（案）

	自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するための措置
	（100）～（105）
	Ⅲ
	Ⅲ
	○　ホームページの改善により、ビュー数が増加した点は評価できる。英語版のホームページについては、日本への留学生受け入れに資するよう、日本語版と同程度の情報を盛り込んで充実させることが今後の課題である。また、紀要論文、学位論文等の府大学術情報リポジトリへの登録は、教育研究活動を保存・蓄積し、学内外へ発信するという重要な取組みであり、評価する。以上のことなどから、自己評価どおりⅢが妥当であると判断した。


Ⅴ　その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置

	平成23年度計画
	番号
	自己評価
	委員会

評価
	判断理由・コメント（案）

	その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置
	（106）～（111）
	Ⅲ
	Ⅲ
	○　CO2排出量の削減目標が達成できたこと、施設改修・整備や安全管理等についても年度計画を着実に実施していることから、自己評価どおりⅢが妥当であると判断した。


２　小項目評価（Ⅰ～Ⅴ）の分布状況　
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